＜インタビュー記録＞歴史教育体験を聞く : 佐藤伸雄先生 by 佐藤  伸雄 et al.


























































 私の小学校時代は、1 年生のときに、日中全面戦争が始まり（1937 年 7 月）、5 年生
のときに、太平洋戦争が始まる（1941年12月）という時代でした。小学校は、東京市

































































要領のよい卒業生や 5 年生が助教として使われ、私も 1～2 年の教練を教えたことがあ











































































































                                                                                                                                   






定中等歴史一』（内容は東洋史。〔前〕が 1946 年 4 月 21 日発行、同日翻刻発行。〔後〕が 1946 年 9



























































































































































                                                   















































































































































































































が安徽省に行きました。1987 年のことです。私は、それから都合 8 回、中国に行きま
した72。そのうち7回は団長でしたが、最後は二谷氏にお願いしました。1993年からは
歴教協の「日中歴史教育交流の旅」として 5 回続けました。4 回を終えた時点で歴教協
の年報に総括を書きましたが、色々あって「日中歴史教育交流の旅」は5回まで行ない
ました。中国に、日本の歴史教育のことを伝えるという当初の目的は、ある程度、実現






















































校ご卒業以来の 55 年にわたる年譜、1960 年代以降の著書･編著･論文･その他 236 を数
える著作目録を、ここに掲載できないことは大変に残念である。ここでは、インタビュ
ーの終わりの部分で抱負として述べられ、その後、発表された東アジア交流に関するご
論考のみを紹介申し上げたい。 
 
 佐藤伸雄「留学生から学んだこと、留学生に語ったこと－国際理解を深めるために－」 
（二谷貞夫編『21世紀の歴史認識と国際理解－韓国･中国･日本からの提言』明石書店、
2004年8月） 
 
 最後に、お忙しい中をインタビューの申し出に快く応じてくださり、長い時間にわた
って、お話をしてくださった佐藤伸雄先生に感謝申し上げます。またインタビューに便
宜を図ってくださった歴史教育者協議会の事務局の皆様にも御礼申し上げます。 
 
（注記に関して、多くの文献やホームページの情報を利用させていただきましたことを
申し添えます。） 
（文責：茨木智志） 
